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獨協大学は2021年3月、埼玉県内の大学として初めて「埼玉県
SDGsパートナー」への登録を行ったことを機に、持続可能な世界
を実現するための17のゴールと169のターゲット達成に向けた
教育・研究を推進してまいりました。

2024年度SDGs推進連絡会では、「獨協大学SDGs行動指針」に
基づき２つの年度方針を掲げました。ひとつは「埼玉県SDGsパー
トナー」で宣言した目標の達成に向けて、学生及び教職員に対する
SDGsの啓発活動を推進し、学生による取り組みを支援すること。
そしてもうひとつの方針は、草加市との協議を通し、SDGsに関
する連携を深めることです。

草加市と本学は2007年に「草加市・獨協大学協働宣言」及び「草加
市・獨協大学基本協定書」に調印しました。2023年にはその「基本
協定書」にSDGsの文言を盛り込み、持続可能なまちづくりのため
の連携強化を確認しました。開学以来60年間、草加市とともに歩
んできた本学にとって、地域との結びつきは欠かせないものです。
2024年には「そうかSDGsパートナー」にも登録され、今後さらに
緊密な連携をはかってSDGs活動に取り組んでまいりたいと考えて
います。

本学では、学生・教員・職員そして父母の会が一体となってSDGs
活動に取り組んでいます。今年度、注目を集めた活動の例として
は、障害福祉サービス事業所が製造・販売する新商品の共同開発
「産官学福コラボスイーツ」において、本学の学生がパッケージ・
デザインと販促ツールの作成をしたことが挙げられます。その他に
も、ゼミ等の学生団体が、福島県の特産品を集めた物産展を開催す
るなど、地域課題に着目した活動を行いました。

また、父母の会からは、入学式にて新入生全員に対しオリジナル
ウォーターボトルを配付いただきました。猛暑や乾燥から学生の
健康を守り、同時にエコロジーや資源保全などの地球規模の課題を
意識化するよい機会となっています。

本学は創立以来、普遍的な原理に照らして自らの行動を決定できる
「実践的な独立の人格」の育成を目標に掲げています。そしてSDGs
の「だれひとり取り残さない」というスローガンは、まさに普遍性
を持つ原理です。その原理に基づいた教育と研究を行う場として、
獨協大学は今後も地域とともに、積極的にSDGs活動に取り組んで
いきます。

大学構成員のひとりひとりが、

社会課題解決の担い手に。

地域とともにSDGs活動に取り組みます。

学長メッセージP R E S I D E N T ’ S  M E S S A G E

獨協大学 学長 前沢 浩子
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本 学 初 の 女 性 学 長 と し て 、そ の 理 念 と リ ー ダ ー シ ッ プ が 注 目 さ れ て い ま す

5月15日、東京都とベルリン市の友好都市提携30
周年を記念するイベント「東京&ベルリン：女性科
学者の首都」に、前沢浩子学長がパネリストとして
参加しました。
「科学、社会、ネット空間におけるジェンダーギャッ
プ」をテーマに、知の世界でのジェンダー平等を実
現するための課題や対策について、意見交換がなされました。前沢学長は、本学
が女性の活躍促進のためどのような取り組みをしているか発言しました。

「東京&ベルリン：女性科学者の首都」に
パネリストとして参加

11月22日、日本とドイツの大学およびドイツの大学が
加盟する機関の代表者が一堂に会し、学術職における
ジェンダー平等の重要課題について議論するイベント
「学術人事におけるジェンダー平等の推進」に、前沢浩子
学長がパネリストとして参加しました。
研究・教育における包括性や多様性、研究・イノベーショ
ンの推進について意見交換がなされ、前沢学長は、女性の
活躍促進のための本学の取り組みについて発言しました。

「学術人事におけるジェンダー平等の
推進」にパネリストとして参加
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獨協大学SDGs行動指針
獨協大学は、学則第1条「社会の要求する学術の理論および応用を研究、教授することによって人間を形成し、あわせて獨協学園の
伝統である外国語教育を重視して今後の複雑な国内および国際情勢に対処できる実践的な独立の人格を育成する」の理念の下、社
会の発展に寄与するSDGsの達成を担う人材を育成します。

1. 本学構成員のSDGs達成に向けた意識の向上と認識の共有
	 �獨協大学は、学内構成員ひとりひとりがSDGsに関する認識を共有し、持続可能な社会の発展について主体的に考える環境を提
供してSDGs啓発活動に取り組みます。

2. 持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現
	 �獨協大学は、「獨協大学人権宣言」に基づき、「誰一人取り残さない」社会実現の一翼を担うべく、人権が擁護され、誰もが平等な
教育研究の機会を与えられ、人として成長できる場を創造します。また、多様な人材が輝きをもって活躍できるよう「ダイバー
シティ（多様性）＆インクルージョン（包摂性）の推進」に取り組みます。

3. 地球規模の課題への取り組み
	 �獨協大学は、温室効果ガス削減、貧困と飢餓の撲滅、質の高い教育、社会の平和と公正を含むSDGsの達成に、関係機関とパート
ナーシップを形成して取り組みます。

4. 地域の課題への取り組み
	 �獨協大学は、地域社会が抱える課題の解決に向けて、自治体、民間セクター、地域住民、NPO/NGO等と連携して取り組みます。

本学におけるSDGs推進のイメージと期待される効果

獨協大学人権宣言（理念）

障がいのある学生支援に
関する基本方針

LGBTQ学生の支援に
関する基本方針

ハラスメントの防止に
関する行動規範

SDGsの実践 17 のゴール達成

期待される効果

●多様な人材の受け入れと育成
●教育・研究のさらなる充実
●�国際化・グローバル化のさらなる推進
●社会的課題解決と地域貢献

2022年3月　獨協大学

獨協大学人権宣言
獨協大学は、「大学は学問を通じての人間形成の場である」という建学の理念を実現するために、誰もが平等な教育研究の機会を与
えられ、その人権が擁護され、人として成長できる場を創造することを宣言します。

1. �獨協大学は、国や地域の法令、建学の理念、学則などの規範を遵守します。
2. �獨協大学は、すべての人間は生まれながらにして平等であるとの認識に立ち、人権を擁護し、多様性を尊重します。学生、教職
員、その他関係者は、互いの尊厳を守ります。

3. �獨協大学は、国籍、性別、宗教、年齢、障がいの有無、性的指向・性自認などによる偏見や差別を許しません。人間の尊厳を損
なう行為を決して放置せず、健全な教育研究環境と職場環境の整備を加速させます。

4. �獨協大学は、学生、教職員、その他関係者が持つ多様性が創造的な教育研究成果を生み出す体制を整備します。
5. �獨協大学は、地域との連携を深めながら、誰もが互いに人格と個性を認め合い、支え合う共生社会の構築に貢献します。

2020年8月15日　獨協大学

獨協大学環境宣言
私たちは、地域環境や地球環境の保全を重要課題とする社会の責任ある一員として、すべての教育、研究活動を通じて、人々の健康
増進と環境保全に寄与することを目標に掲げ、以下のことに積極的に取り組みます。

◎ 環境教育、環境研究、環境啓発活動に取り組みます
◎ 省エネルギーや環境保全に適合した設備、備品を使用します
◎ モノや資源を大切に使うとともに、ゴミの減量化やリサイクルを推進します

2008年6月　獨協大学
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より良い社会の実現を目指して。キャンパスを超え、社会・地域・団体と連携しています

「そうかSDGsパートナー」に本学が第1号で登録
10月31日、埼玉県草加市が選定する「そうかSDGsパートナー」の第1号に本学が登録
されました。
「そうかSDGsパートナー」は、草加市が2024年5月に内閣府より「SDGs未来都市」と
「自治体SDGsモデル事業」のダブル選定を受けたことを機に、「だれもが幸せなまち 草加」
の実現を目指して、まちの課題解決に向けた取組をともに進めるために制度化したもの
です。本学は地元草加市と連携し、SDGs活動に取り組んでまいります。
また本学は2021年以来、SDGsへの取り組みを自ら実施、公表する県内企業・団体等を
登録する埼玉県の制度「埼玉県SDGsパートナー」となっています。
2024年3月31日に行われた登録更新にあたっては、「CO2排出削減」、「SDGs関連科目
履修者数の増加」、「教育的視点を踏まえた経済的関係性の強化」の3点を、重点的な取り組みとして掲げています。

産官学5者によるまちづくり連携協定を締結。記念イベント「獨協大学前〈草加松原〉　WELL FES」を開催
あわせて5月11日には、連携協定締結記
念イベントとして「獨協大学前〈草加松原〉
WELL FES」を開催し、ふれあい移動動物
園、マルシェ、ス
マートモビリティ
試乗体験など、ま
ちを楽しむ様々な
企画が催され、た
くさんの方が来場
しました。

5月9日、草加市、独立行政法人都市再生
機構東日本賃貸住宅本部（UR都市機構）、
東武鉄道株式会社、トヨタホーム株式会
社、獨協大学の5者は、埼玉県草加市の獨
協大学前〈草加松原〉駅西側地域における
産官学連携によるまちづくりに関する協
定を締結しました。
草加市立松原児童青少年交流センター「ミ
ラトン」で開催された5者連携協定締結
式には、各者の代表と前沢浩子学長が出
席。前沢学長は「自然環境と人間の生活が

調和し、心豊かな日々を送り続けられる、
持続可能な社会こそ「成熟」した社会。21
世紀の草加松原の地がその新たなモデル
となれるよう、5者が手を携えて力を尽
くしていく所存です」と挨拶しました。

市内の社会福祉施設と連携し、手作り焼き菓子やパンの開発・販売を実施
本学では定期的に、市内の社会福祉施設（草加かがやき特別支援学校・障害福祉サービス事業所つばさの
森）と連携し、相互理解を深める取り組みを行っています。これまでは主に大学の
購買力を活かし、各施設が製造する食品の販売活動などを支援してきましたが、
2022年度からは経済学部・高安ゼミ生を中心に、コロナ禍で減少した売上を回
復させるための商品開発や広報活動にも注力。つくる・売る・消費するという経
済活動の流れを学びつつ、SDGsへの理解を深める実践教育の場となっています。

T H E M E - 1 本学構成員のSDGs達成に向けた意識の向上と認識の共有獨協大学SDGs行動指針

産官学福コラボスイーツ発表会を開催
10月8日、本学は「産学官福コラボスイーツ発表会」を行いました。この企画は、草加
市、草加市社会福祉事業団、株式会社モンテール（埼玉県八潮市）、日本薬科大学（埼玉
県北足立郡伊奈町）および獨協大学の5者が、2023年11月から実施してきた障害福
祉サービス事業所「つばさの森」が製造・販売する新商品の共同開発「3Cプロジェクト※」
の成果を発表するものです。
本プロジェクトで完成した商品「ゴロっとさつまいもの小松菜パウンドケーキ」、「シャ
キッとりんごの小松菜パウンドケーキ」のパッケージ・デザインと販促ツールの作成
は、獨協大学広告研究会のメンバー
が行いました。コラボスイーツは11
月2日に開催された「草加ふささら祭
り」から販売を開始し、つばさの森の
ほか、日本薬科大学、獨協大学、モン
テール直売店で販売されています。

子ども食堂「ほのぼのハウス」開催
10月26日に開催された子ども食堂・ほ
のぼのハウスは、SDGsを学ぶ香取ゼミ
生が「社会のためになることを大学生で
もできる！」との思いから立ち上げたイ
ベントです。地域の子ども食堂でボラン
ティアを体験した
学生が、学生の立
場・視点を生かし、
より参加者とのコ
ミュニケーション
を重視した交流の
場にと企画されま
した。

※3Cはチェック（check）・改良（change）・チャレンジ（challenge）の略。
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大学があり、学生がいる。全学一体となって、SDGsへの関心を高める取り組みをしています

女子トイレに生理用品無料提供ディスペンサー「OiTr」を設置
2月21日、生理用品無料提供ディスペンサー「OiTr（オイテル）」18台を学内女子トイレに設置しました。
OiTrは商業施設や公共施設などの個室トイレに生理用ナプキンを常備し、無料で提供するサービスで、利
用者が、指定のアプリをダウンロードし、ディスペンサー本体にスマートフォンをかざすことで、無料で
生理用ナプキンを受け取ることができるシステムです。
OiTrは、学生からの提案をきっかけに導入が決定しました。生理に伴う心理的・経済的負担を軽減する
ことで、SDGsが掲げる貧困や不平等の解消、健康と福祉の向上を目指しています。

学友会団体WAPの献血活動に、埼玉県赤十字より感謝状
愛好会ボランティアサークルWAP（We Are Pieces）は、長年にわたり年2回の献血促進活
動を実施してきました。今年も5月・11月に開催された献血への呼びかけでは、学生、教職
員ほか多くの方が献血に協力しました。
この度、長年にわたる大学構内での献血活動への協力が評価さ
れ、埼玉県赤十字血液センターより感謝状が贈られました。同
サークルは、献血活動の他に、草加市周辺における子ども食堂支
援やゴミ拾い、地域の方々との交流などにも取り組んでいます。

獨協大学SDGs行動指針

T H E M E - 3&4 地球規模の課題・地域の課題への取り組み

『獨協大学SDGsキャンパスガイド～心と体の健康編～』を発行
6月、経済学部・高安ゼミに所属する「SDGs広め隊2024」が『獨協大学SDGsキャンパスガイド〜心と体の健康編〜』を
発行し、構内で配付しました。6人の学生は、「構内にSDGsの達成に資する施設が多く存在しているにもかかわらず、学
生が十分に利用できていないのでは」との問題意識を抱きプロジェクトを立ち上げました。冊子では、心と体に関連する
給水器、トレーニングルーム、保健センターなどが写真やイラストを使って紹介されています。

講演・討論会「第10回フクシマの未来を考える」開催 入学式で、父母の会製作のオリジナル
ウォーターボトルを新入生全員に配付
父母の会では、大学のSDGs推進活動支援の一環として、これまで
給水器2台の寄贈と2023年度にはウォーターボトル2,000本を
配付しました。この取り組みを継続し、2024年度は入学式にて
新入生全員にウォーター
ボトルを配付しました。
給水量を基に算出した
2024年のペットボトル
削減本数（500ml換算）
は21万本に相当します。 0
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獨協大学の給水器利用量 （単位：リットル）
※2022年8月から使用開始。2023年11月より6台稼働。

国際環境経済学科は、2011年3月11日の東日本大震災をふまえ、持続
可能な社会を創造する人材を育成することを目的に2013年に開設され
ました。翌2014年から、福島県の抱える問題を通して、日本社会、世
界を俯瞰した課題解決に取り組む講演・討論会「フ
クシマの未来を考える」を開催。10回目を迎えた
今年は、11月13日に福島県企画調整部長の五月
女有良氏に基調講演をいただき、福島県「大学生と
集落の協働による地域活性化事業」および「大学等
の『復興知』を活用した人材育成基盤構築事業」に
参加する学生8名が活動を報告しました。

CO2排出量の低減
本学では、自然エネルギー利用促進のため、2007年竣工の天野貞祐記念館以降、新
たな建物には太陽光発電装置を設置し、現在、一般家庭120軒以上に相当する設備
容量で発電をしています。また、“Earth Week Dokkyo”での「全学ライトダウンプ
ロジェクト」の効果が大きかったため、大学としての省エネ施策へと発展させ、現在
に至っています。これらを含めた省エネの努力により、契約電力を2,300kWから
1,700kWに下げることに成功しておりコロナ禍の影響もありましたが、埼玉県地
球温暖化対策推進条例の第3計画期間（2020 ～ 2024年度）の二酸化炭素排出目標
（22％削減）をクリアすることができる予定です。ただし、第4計画期間（2025 ～ 2029年度）の排出目標は50％とされており、現在の
削減率（約30％）から想定すると、現状の省エネ対策だけではクリアできないと推測されます。このため、グリーン電力等の導入や学生の
協力を得て目標の達成を計画しています。
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獨協大学の二酸化炭素排出目標と排出量の年間推移
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2024年に展開した、おもなSDGs活動
1 1月15日 経済学部・高安ゼミが「NHK首都圏ネットワーク」で、ゼミで製作した皮革製品について説明

2
2月3日～ 3月30日 春休み中の高校生・予備校生への図書館開放（夏休み中にも実施）

2月7日 合氣道部が草加かがやき特別支援学校で体験教室を開催　A

2月21日 女子トイレに生理用品無料提供ディスペンサー「OiTr」を設置

3
3月23日 オープンカレッジ特別講座　世界農業遺産「武蔵野の落ち葉堆肥農法」を考える―映画『武蔵野』を観て―を開催

3月31日 「埼玉県SDGsパートナー」の登録を更新

4
4月1日 入学式で新入生全員にオリジナルウォーターボトルを配付

4月12日 草加と八潮のマスコットキャラクター来学。地元特産物を使った学食メニューをPR　B

4月16日 福島イノベーション・コースト構想推進機構交流促進部の植田誠氏が全学総合講座で講演

5
5月9日 産官学5者によるまちづくり連携協定を締結。11日に締結記念イベント「獨協大学前〈草加松原〉　WELL FES」を開催

5月22日 経済学部・米山ゼミが、ゴーヤの苗を配布

6

6月 経済学部・高安ゼミが「獨協大学SDGsキャンパスガイド～心と体の健康編～」を発行

6月9日 第21回国際交流フェスティバル「草加国際村一番地」開催

6月15日 足立区との連携講座「アイルランド ハロウィーンの祭から考える私たちの社会」を実施

6月17日〜 7月12日 本学図書館で特別展示「「他人の痛みを知る」ということ―ジェンダーとセクシュアリティの知識を体得するー」を実施

6月24日～ 6月29日 獨協大学環境週間 "Earth Week Dokkyo 2024 ～ Summer ～ "開催

6月24日～ 6月28日 経済学部・大竹ゼミが福島県会津町耻風地区物産展を開催

6月26日 獨協大学ダイバーシティ推進連絡会が講演会「ダイバーシティ＆インクルージョンに理解のある職場選び」を開催

7
7月5日 草加かがやき特別支援学校による手作りパンの販売（12月13日も実施）

7月16日 経済学部・藤山ゼミが草加高校との高大連携行事を開催

7月30日 学友会団体WAPが大学内での献血活動に対し埼玉県赤十字血液センターより感謝状を受贈

8

8月3日 2024年度「こども大学そうか」入学式と第1回講義を実施
（全5回の講義のうち、第1回と第4回（10月12日）を本学で実施）

8月5日 福島県田村市で「子ども未来講座」開講（福島イノベ機構による復興知事業の一環）

8月20日 そうか生きもの調査運営委員会・草加市主催「第5回そうか生きもの集合調査」に
経済学部・米山ゼミ、大竹ゼミが協力

9 9月21日 本学学生が「草加市英語検定試験学習会」の講師を担当

10

10月8日 産官学福コラボスイーツ発表会を開催

10月21日～ 25日 草加かがやき特別支援学校の生徒が本学で職場実習　C

10月26日 経済学部・香取ゼミが、子ども食堂「ほのぼのハウス」を実施

10月30日 獨協大学コミュニティスクエアが「令和6年度 彩の国みどりの優秀プラン賞」を受賞

10月31日 「そうかSDGsパートナー」に本学が第1号で登録

10月31日 埼玉ALLY大学ネットワークに本学が加入

11

11月13日 第10回講演・討論会「フクシマの未来を考える〜大学生のうちに知っておくべきこと〜」を開催

11月16日～ 17日 経済学部・高安ゼミ、毎日新聞社及び埼玉県立杉戸高等学校と東武動物公園で生物多様性イベント共催

11月16日 「第10回伝右川再生会議」を開催

11月26日 地域総合研究所主催2024年度公開講演会「持続可能なまちづくりのための地域公共交通の役割」を開催

12

12月2日～ 7日 獨協大学環境週間"Earth Week Dokkyo 2024 ～Winter ～ "開催

12月7日 「第6回SDGsエコフォーラムin埼玉～つながろう　広がろう　世代を超えて　エコの環～」を本学で実施

12月7日 経済学部・米山ゼミの学生が「地方創生☆政策アイデアコンテスト2024」最終審査会に進出、協賛企業賞を受賞

12月16日～ 経済学部・香取ゼミが、チャリボン活動を実施　D

12月16日～ 1月31日 外国語学部・大重ゼミがコンタクトレンズケース回収を実施　E

12月21日 DOKKYO WINTERFEST（獨協ヴィンターフェスト）～WELL FES 2024 WINTER～を開催

12月22日 草加市SDGs未来都市選定記念講演会をそうかSDGsパートナーの本学で開催

B地元特産物を使った
 学食のグリーンカレー

Eコンタクトレンズ
ケース回収

A合氣道部による体験教室

Dチャリボン活動

C本学での職場実習




